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鳥インフルエンザの公式発表にもとづく分布（2003年10月以降）



対策１
家禽にウイルスを
持ち込まない

対策２
家禽の中での
蔓延を防ぐ

対策３
ヒトへの
感染を防ぐ

鳥インフルエンザと闘う！！

国際獣疫事務局（OIE）
国連食料農業機関（FAO）

世界保健機構（WHO）

北海道大学大学院獣医学研究科

・OIE レファレンスラボラトリー （世界に８カ所）

・FAO、WHOのネットワーク拠点

役割： ①診断 ②サーべイランス ③技術指導





インフルエンザウイルスの宿主動物とヘマグルチニン（HA）
およびノイラミニダーゼ（NA）抗原亜型の分布



インフルエンザウイルスワクチン候補株の系統保存



鳥インフルエンザのグローバルサーベイランス（1999～2006)

12,084サンプル中492株を分離

Mongolia (264株)
H1N1 (5) H5N2 (1) 
H2N2 (1) H5N3 (2) 
H2N3 (1) H7N1 (2) 
H3N2 (2) H7N7 (9) 
H3N3 (2)      H8N4 (6) 
H3N6 (31)    H9N2 (1) 
H3N8 (110)  H10N3 (15) 
H4N2 (2)      H10N5 (5) 
H4N6 (64)    H10N7 (2) 
H4N7 (1)      H12N5 (1)
H4N8 (1) China (2株)

H3N8 (1)
H4N6 (1)

Australia (6株)
H2N5 (6)

Hokkaido (207株)
H1N1 (1)      H2N2 (2)
H2N3 (4)      H2N5 (1)
H3N2 (1)      H3N6 (2)
H3N8 (33)  H4N2 (8)
H4N6 (17)    H4N9 (3)
H5N3 (6)      H6N1 (7)
H6N2 (28)    H6N5 (1)
H6N8 (4) H7N7 (31)
H8N4 (5)      H9N2 (7)
H9N4 (1)      H10N4 (12)
H10N5 (7)    H10N6 (1)
H10N8 (1)    H11N9 (18)
H12N2 (1) H12N5 (3)
H13N6 (2)    H15N8 (2)

Russia (13株)
H3N8 (9)
H4N6 (3)
H10N7 (1)



インフルエンザウイルスライブラリーの構築



北海道大学 インフルエンザウイルスデータベース

http://virusdb.czc.hokudai.ac.jp/vdbportal/view/index.jsp



H5およびH7亜型鳥インフルエンザウイルス
を検出する迅速簡易診断キットの開発

陽性の場合

H5亜型ウイルスが検出！

迅速な防疫対応へ

：開発したH5亜型
ウイルスを検出する
モノクローン抗体

検査材料を滴下

コントロール
ライン

ウイルス検出
ライン

H5亜型ウイルス
検出キットの場合



A/duck/Hokkaido/Vac-1/2004 (H5N1) 
(H5N1)

高病原性鳥インフルエンザ

に対するワクチンの開発

ワクチン接種と
効力の評価

ワクチンの試製

ライブラリーから適切なウイルス株を選抜

ワクチン株の決定



モンゴルからの診断依頼

Qinghai Lake

A/whooper swan/Mongolia/3/05 (H5N1)A/whooper swan/Mongolia/3/05 (H5N1)

A/common goldeneye/Mongolia/12/06 (H5N1)A/common goldeneye/Mongolia/12/06 (H5N1)
A/barA/bar--headed goose/Mongolia/1/05 (H5N1)headed goose/Mongolia/1/05 (H5N1)

A/whooper swan/Mongolia/2/06 (H5N1)A/whooper swan/Mongolia/2/06 (H5N1)



A/whooper swan/Hokkaido/1/2008 (H5N1)

A/whooper swan/Hokkaido/2/2008 (H5N1)

国内の死亡野鳥の診断



Regional Workshop 
for Avian Influenza Control

Research Center for Zoonosis Control
Hokkaido University, Japan

The Government of Japan
Japan International Cooperation Agency

29 September- 9 October, 2008 in Sapporo
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